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七二
〈研究ノート〉職業看護婦の始まりに関する一考察
―「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」を通して―
鈴
　
木
　
紀
　
子
はじめに
　
看護は、肉親による看護が最も基本的なものであるが、
社会の発展に伴い、家族が担っていた諸機能は分化され、専門的な知識や技術を持つ医療専門職者として、社会で認知される職業に発展してきた
（（
（
。
　
わが国では、一九一五（大正四）年六月三〇日、看護婦
規則（内務省令第九号）の発令により、看護婦は国家資格となり、全国的な看護婦資格と業務内容の統一が実現した
（（
（
。しかしこれは、医師の資格制度の確立から約四〇年後
のことであった。　
明治政府は近代国家を目指し、衛生・医療の分野におい
ても積極的な改革に着手し、一八六九（明治二）年のドイ
ツ医学の採用に続き、一八七四（明治七）年八月一八日に、初の体系的医事衛生制度である「医制」を制定した
（（
（
。翌
七五（明治八）年六月にはその 部が改正され、病院に関する規定が整備されたことで、病院設立が盛んとなっ
（（
（
。
　
当時病院で病人の世話をしていたのは 「看病人」 「看護人」
「介抱人」 「雇女」と呼ばれた人であり、看護に関する教育はなされておらず、また男女いずれかの規定もなかった
（（
（
。
明治一〇年前後の社会通念としては、女性を対象として組織立った教育や訓練を行い、職業人として社会の中に位置づけようという発想は、考えられないことであった
（（
（
。
　
記録に残る最初の職業的看護の始まりは、享保の改革で
設立された「小石川養生所」であったとされて る
（（
（
。また
戊辰戦争「安塚の戦い」におい 壬生城内に設置された
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官軍の負傷兵を治療する「養生局」 （野戦病院）で、銃創看病人として雇入れた婦人九人が、 「女性看病人の採用初め」であるとするのが定説となっている
（（
（
。
　
ナイチンゲールによって発展させられた、系統的、組織
的教育と訓練という欧米的な形態による近代看護教育が開始されるのは明治二〇年前後であり、その時期がわが国における看護の草創期 されてい
（（
（
。
　
先行研究では、近代看護草創期 創立された学校史や、
その創設者に焦点を当てたものが多いが、近代看護教育以前、病院で雇われていた「看病人」や「介抱女」に焦点を当てた研究は、ほとんどなされてこなかった
（（1
（
。
　
その中で、亀山美知子氏の『 日本看護史』全四巻は、
わが国の看護史における貴重な先行研究となっている
（（
（
。特
に『近代日本 Ⅳ
　
看護婦と医師』第一章には、 「近
代以前の医界事情」と題され 明治初年頃 看病人たちが紹介されている。　
そこで本稿では、看護婦が専門的な知識や技術を持つ医
療専門職者として、また社会で認知 る女性の職業として成立する過程において、看護婦の必要性がどのように認識され、育成が始めら るに至ったのか その経緯を探ることを目的とする。その結果 わが国における職業看護婦
の始まりをどのように捉えるのか、考察を加えたい。　
方法としては、明治以前の病院で雇われていた看護人ら
の実態を明らかにする作業から始めることとし、本稿で対象とする病院は、規則に看護人 関す 項目を見出すことができる「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」の三施設と 。　
なお、本稿の史料中における句読点・濁点・傍線は、筆
者が適宜付したものである。
一． 「小石川養生所」の看病中間と女看病人
　
一七二二（享保七）年、八代将軍徳川吉宗は享保の改革
を行い、江戸の都市政策のひとつ、下層民対策として、官設の養生施設「小石川養生所」を 置した この養生所関する研究は、近世史の分野で享保の改革をテーマとする中で取り上げられてきた
（（1
（
。
　
当時、参勤交代によって全国の大名が江戸で 生活を強
制されたことから、江戸には商人だけでなく、出稼ぎ人・日雇・奉公人なども増加し、江戸は大 へと成長していた。さらに火事などで焼け出さ た農村人口も流入 貧民も増加していた。すでに元禄末期より、江戸における貧窮民や非人の増大には為政者も着目し、吉宗も貧窮病人の救
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済に何らかの処置の必要性を認識していた
（（1
（
。
　
そのようなおりに、小石川伝通院前の小川笙船という町
医者が、施薬院の設置を願う上書 目安箱へ投じたことで、吉宗の救済事業が施療院の設立という形で実現した
（（1
（
。
　
吉宗の時代、熱煩い病人（享保元年）や痘瘡（享保五年）
など、疫病が断続的に流行した。吉宗はその対策として、四名の本草学者を登用し、 草政策を実施、全国の薬園の整備・充実を図った
（（1
（
。同時に薬種の普及・拡大、薬の効能
の宣伝、各地の新薬の販売許可 価統制なども行った。　
しかし、薬草政策は薬の高騰を招き、江戸に多数集まっ
た出稼ぎや日雇い・奉公人たちは、病気 罹ると貧困のために服薬もできない状況に陥っ 。さらに、大火事が江戸市中で繰り返し発生（享保元年一月、同二年一月、同三年五月、同五年一月）し、鰥寡孤独の貧困に喘ぎ、看病・介護する者がいないという病人の生活環境・家族構成が問題として浮上した
（（1
（
。
　
小石川養生所の施療対象は、一二月二六日に養生所開設
によって告知された
（（1
（
。
　
この開設の要旨には、貧しいために病気に罹っても服
ができない病人、独り身のために看病人がいない病人、妻子も皆病気であるため養生できな 病人を対象として、入
所することで治療を受けることができ、治療中は季節に合わせて着衣や夜具が支給され、不自由がないように療養ができる施設であることが書かれていた。　
一七二一（享保六）年、吉宗が四万坪に拡張していた小
石川御薬園の中に、約一〇〇〇坪の敷地の小石川養生所を、建設費二〇〇両を費やして建設した。養生所全体の監督を務める肝煎職には、発案者の小川笙船 就き、病棟は五棟で、男性病棟（新部屋・ 部屋・九尺部屋・北部屋）と女性病棟に分けて造られた。医師の定員は一七二三（享保八）年には、本道（内科） 人、外科二人、眼科 人の五人と定められ、本道と外科のそ ぞれ 医師二人が 日交代で眼科の医師が三日 一日の割合で診察に当たった。　
養生所に住み込み養生所の医療活動を助けたのは、 「看
病中間」六人と女看病人二人であり、薬煎 看病、門番などの雑用にあたった。食事の世話をする「賄中間」は五人置かれた
（（1
（
。養生所の運営事務と警備に当ったのは、養生所
見回り与力二人、同心一〇人であった。さらに 入所者なかで病状や怪我の状況が快方に向かいつつある者に、看病中間の仕事を手伝わせ、 「役掛り」と呼び、看病中間とともに入所患者の生活管理をさせた
（（1
（
。
　
養生所内の病人の生活についての規定の概略は、
｢ 養生
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所壁書
｣
および、 『与力同心勤方』の「養生所見廻り役勤
方之事」 （寛政一一年書出）で知ることができる
（11
（
。 『与力
同心勤方』には、小石川養生所の運用における決め事が、三七項目列挙されている。その決め事を見ること 、看病中間や下女の役割、またどのような管理体制にあったのか、同所の生活概要を知ることができる。看病中間や下女に関する項目を左記に抜粋する。
一
　
養生所江両組壱人宛隔日ニ昼四時より相詰夕七時過迄罷在、病人部屋部屋見廻、薬用候節取違不申、諸事入念病人共を労、火之元大切ニ仕候様、看病中間下女共江申付候
一
　
朝夕病人之食事致し候節、年寄同心小普請同心立合甲乙無之様看病人之中間下女江申付候
一
　
女病人長屋江暮六ツ前より入口戸江錠おろし看病人之下女は内ニ差置、湯水用事之 ハ錠を明ケ不申用事達候小キ口より相達申候
一
　
門出入之儀は暮六ツ時限申候、暮六時打 得は年寄同心小普請同心立合錠おろさせ 口々之錠年寄同心方ニ預り置、夜中用事之節は其訳承届明ケさせ、用事仕廻候得は猶又同心立合錠おろさせ申候
　
これは養生所同心の見廻り役としての務めの規則である
が、夜間の火の元の管理は看病中間下女に任せていたこと、暮れ六つには女病棟には錠をし、夜間は女看病人の下女が看病にあたったこと、男病棟も暮れ六つに同心立ち合いのもとに錠をおろし、用事のある場合に、同じくいの とに錠をあけ、看病にあたる規則であった。　
小石川養生所は、設立当初四〇名収容の長屋として計画
されたが、設立翌年の一七二三（享保八）年の収容人数は一〇〇人となり、その後一八五 （嘉永五）年には六四二人にまで増大するなど、幕府の窮民対策は積極的に進められた
（1
（
。
　
しかし、収容定員の増加に加え、医師の治療に対する不
熱心、看病中間らによる物品 横領行為は日常的となり病室の衛生状態も最悪を極めた。町奉 の報告書では、 「不浄の場所」と表現され、養生所内部 改革 着手を余儀なくされた。　
例えば、 「養生所見廻り役勤方之事」に書かれているよ
うに、看病人が入 者の用事に錠を開けて対応しない限り、入所者は看病を受けることができなかったということであり、これらの状況が看病中間ら 不正を放置する結果となったことは、容易に推測できる。実際、看病中間の給金
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は低く、不浄な病人部屋で働くことは、徳分があるから勤めているのだと、看 中間の賄賂などの不正を公認している実態があった
（11
（
。
　
一八三二（天保三）年当時は、役人が縁側を通っただけ
で虱がつく、部屋の畳には膿血がこぼれ、重病人 寝所は排泄物で畳が汚染されたままであるなど、不潔な状態を極めていた
（11
（
。その結果、当時の養生所における病人死亡率は
三二％であり、入所者の三分 一が死の転帰をとるという高い数字を示し、養生所内の悲惨な状況を物語っていた
（11
（
。
　
行われた養生所の改革のひとつに、看病中間らの給金の
値上げがあった。看病中間は二両一分から三両一分に、女看病人も一両二分から二両二分に増額する処置をとった。しかし、衛生状態の改善、医師や看病中間、看病人による医療活動の改善は見られなかった
（11
（
。
　
養生所の改善として、給金の増額をする処置を取ったこ
とは、入所者の身の回りの世話や食事の世話など、養生所の医療活動に欠かせない、いわゆる現在の看護に匹敵する役割を担う者の重要性を認識していた結果であったといえる。町奉行の報告書でも、 「惻隠の心が深き者」でなければ身を入れて病人を介抱することはできないと、報告されていた
（11
（
。
　
結局、医師の不熱心な医療行為、看病中間や賄中間によ
る入所者への虐待行為、物品の横領などはなくならず、養生所の最悪な医療環境の状態を改善すること でき かった。　
小石川養生所は一八六五（慶応元）年八月、町奉行
支配から医学校の所管と り、以後貧病院と改名され、一八六八（慶応四）年に、一四七年間継続した業務は幕を閉じた。　
この小石川養生所で雇われていた看病中間らは、わが国
の職業看護婦の登場のはじまりであり、看護人を専属においたという点で特筆すべきことである
（11
（
。
　
さらに、小石川養生所における改革過程は、社会事業と
して施療院を設立し、病人の治療・回復 支援施設を設立しても、その目的を達する め、施設の質を継続するためには、看護する者の良し悪しが大きく影響するということを、社会に認識させる切掛けとなった。
二．わが国初の洋式病院「長崎養生所」
　
一八五四（安政元）年、日米和親条約の調印により、下
田や函館の開港が決まった。幕府は海防政策の一環として、一八五五（安政二）年 長崎に海軍伝習所を開設 た。そ
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の運営に当たり、幕府からは幕府医師松本良順が、第二次海軍伝習生付御用医として派遣された。海軍伝習所で軍医養成を始めるに当たり、幕府はオランダに援助を依頼し、一八五三（嘉永六）年八月二日に来日したファン・デン・ブルック（
Jan K
arel van den B
roek ）が医学教育を任さ
れた。　
ブルック帰国後、一八五七（安政四）年八月には、オラ
ンダ軍医ボンペ・ファン・メールデルフォールト（
Johannes 
L
ydius C
athrinus P
om
pe van M
eerdervoort ）を招いた。
ポンペは、医療行政上病院建設が急務であること 病院は患者の治療上必要であるばかりでなく、臨床教育上も必要であるとの旨を幕府に建白した
（11
（
。
　
病院建設にあたっては、協力的であった長崎奉行岡部駿
河守に代わり就任した高橋美作守や監察使有馬帯刀が、小石川養生所の衰弊を例として「無益の証」とし、設立には反対の意向を示し、松本 の面会も拒否する状況にあった。松本は、病院建設の利害得失を説き 必要性を論説した。どのような会話がなされたのかは、松本の『蘭疇自伝』に書き記されている
（11
（
。
　
説得の結果、 八五九（安政六）年、幕府より正式に病
院設立の許可が達せられた。この病院設立 許可の背景に
は、一八五八（安政五）年のコレラの大流行の影響があった
（11
（
。
　
建設にあたり、ポンペは松本良順の協力のもと、幕府の
協力を獲得し 建設地の選択も精密な構想をもって計画した。例えば、病室は南方を向かせる、清澄な戸外の空気と健康的な日中の光線をできる限り取り入れる、豊富な分量の水が供給でき、乾燥 た土地など、いくつかの条件 妥協することなく実現させた。建設 も決定し、養生所は、オランダ海軍の建築家（一等海軍士官） Ｂ・Ｄ・ファン・トロイエ （
B
ernardD
iederic van T
rojen ）の協力で作図
した設計図に基づいて建設された
（1
（
。
　
病院設立に先立ち、一八六一年八月一日長崎奉行所は左
記の達を公布した
（11
（
。
此度御取建相成候養生所之儀は、病気療養致し候者下
々ニ
而は医師見舞等行届かす、又は舶来之薬種類間
々
品切も有之、殊
ニ
薬剤療方とも銘
々
の好僧により意外之
迷ひを生し、療治不行届相果候もの不少 既
ニ
午未年の
流行病之節、其手当届兼夥敷死亡之者も有之候間、医薬は勿論看病人相撰養生筋不行 無之様致し遣度との
33333333333333333333
御趣意
333
ニ
付、長崎市郷之者共をはしめ旅人たりとも療
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養相願度者有之候はゝ、其役所人共厚相心得病者寄宿手重
ニ
不相心得様いたし遣すへく候、尤別紙規則書之
趣相心得身許有之者共
は
寄宿料可差出、極貧之者江
は
御
施薬
ニ
可被成下候条来
ル
九月三日より勝手次第可願出候
右之趣令承知別紙規則書相添不洩様可申渡候
　
この達は、養生所を設立する目的を、下々の者には医師
の見廻りが不行き届きであり、舶来の薬も品切れとなり、また、薬剤や療法の医師による違いにより、治療が行き届かず死亡する者 あること、特に安政五年と翌六年のコレラの流行の際には手当が かず、夥しい死亡者があったこと、その め治療が普く行き届く うにと云う趣意を以て病院を設立するのであるから、市郷の者はも より、旅人に対しても病院規則 則 、診療治療を施すようにと諭し、極貧の者には無料で施 を許すことを命じるとい内容になってい
（11
（
。
　
この達で注目すべきは、筆者が傍点を付記した「看病人
相撰養生筋不行届無之様致し遣度と 御趣意」と書かれていることであり、看病人を選び、養生に不行き届きがない様にという趣意があったということである。養生所の運営に於いては「医薬は勿論看病 相撰」 書かれているよう
に、看病人による養生、つまり住居・衣服・夜具・飲食・入浴・睡眠・運動・房事などの手当を重視していた。　
一八六一年九月二一日（文久元年八月一七日） 、わが国
最初の本格的洋式医学教育施設として医学校兼病院「養生所」 （通称、長崎養生所）が設立され、ポンペ 教師とした基礎と臨床の課程を系統的に学習する 五年間の西洋医学教育が開始された
（11
（
。
　
建設された病院は、天上の高い二階建ての二棟の建物か
らなる洋式の病院であり、病室八（一病室あたりベッド数十五床、計一二四床） 、隔離患者室および手術室（四室） ・薬品・機器・書籍などの備品室（一室） 料理 （一室）浴室、運動場 どが設けられた
（11
（
。
　
診察の規定は、一八六一年九月五日（文久元 八 一日）
付で「養生所規則」 （八項目）として発布された
（11
（
。
　　　　　 　　
養生所規則
一療用相願候者は銘
々
居町居村役人并引請証人名前相認
候印紙書付弐枚持参証人同道直
ニ
養生所
江
罷越壱枚は
門番所
江
差出壱枚は玄関
江
持参役人引合医師改請寄宿
可致候
但養生所より人別糺方いたし候間居町居村乙名散
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七九
使
江
相届置罷越可申尤乙名散使等より申立
ニ
不及当
人とも直
ニ
罷越不苦候
一夜具寝衣之類は置附之御品有之候間持参
ニ
不及尤自分
所持之物致持参度候はゝ医師見届候上差許可申候
一病気快方
ニ
をもむき歩行等差支無之者は服薬相休不申
候とも帰宅為致日を定相通ひ診察受
ケ
可申候事
一療治相願候もの身許有之分は寄宿中一日壱人六匁宛一
切之為賄料相納可申尤全快後たりとも其前たりとも都合次第相納可申候事
一看病人
333
召連寄宿いたし一間借切方相願候者は一切之為
賄料一日拾弐匁宛前同様相納可申候事
一市郷之内身許薄之者
江
は薬剤被下候間前同様之手順
ニ
而
一日壱人弐匁五分宛相納可申候事
但極貧之者共は其時宜
ニ
寄諸賄料等一式差出
ニ
不及
候事
一病人之親類其外見舞 者は兼而渡置候番付
ケ
証札持参
看病人
333
案内
ニ
而
対面可致尤飲食之品差贈候節は医師之
改を請可申事
一此外之儀は寄宿 上諸事其筋之もの差図を請
ケ
可申候
事
　
この規則には「看病人」と書かれた箇所が二カ所あり、
ひとつは患者自身が身の回りの世話をさせるために連れてくる付添人に対する規則であり、もう一つは養生所の看病人仕事に、見舞客を案内し面会をさせることがあったということである
（11
（
。
　
実際の付き添い人については、ポンペ著『日本における
五年間―日本帝国とその国民の知識への寄与―』 （沼田次郎、荒瀬進氏共訳）に、 「身分 高い夫人は五・六人の侍女を連れてやってくることもあり、一人だけはやむを得ぬのとして例外的に許可した」 書かれている
（11
（
。
　
各部屋には一種類の患者を住まわせ、内科患者を、熱性
疾患の患者、皮膚病患者、回復期の患者 内臓病の患者、と区別して四室に分け 収容するなど、院内感染を予防した。　
また、一八五七年一一月一二日（安政四年九月二六日）
に開始されたポンペ 医学講義の聴講生は、最初一四人であった。松本の呼びかけに応じ、多くの藩士が の学校への留学を許可された。四〇人 達した医学生らは、ポンペに従い回診 行い、聴診器など 診察器具を び、診断・治療、死体を使った手術 練習の外 、三カ月交代で臨床実習として、包帯実習、薬品の調合、食事及び浴室 監視、種痘に関する事項の記載、病床記録及 日誌 保管等を
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八〇
行った
（11
（
。
　
ポンペは理想とする病院運営に必要な、 洋風の食事、 ベッ
ドの使用、浴室の完備、設備のよい薬品倉庫と調剤室での薬剤の取扱いなどを実現し 日本最初のヨーロッパ式の医学校と附属病院を設立、運営 た。ポンペはその治療と看護を振り返り、オランダの病院と比較しても「限りなく完全に近い」 「病人に対する処置と看護は、今や院内に於いて誠に好ましいものとなった」と述懐している
（11
（
。
　
さらにポンペは、 「私には従順な病院の役人、優秀な看
護人、立派な浴室と回復期 人のための庭園があ 」 「病人の処置と看護 関しては譲歩、容赦というこ はいっさいあり得ない」と述懐しているように、ポ ペは における看護の重要性と、医学教育には「秩序がなければならないこと」を教え、その結果が病院の看護に関する評価良くした
（1
（
。
　
実際、一二四床のベッドのうち、常に平均七〇～八〇の
ベッドが使用され、平均入院日数は二九日であった。夏季に入ると、長崎に渡り来る外国人家族も多く、 た外国船では天然痘、チフス、コレラ、骨折 どの傷病者 現れ、隔離が必要な場合は病院に収容し 一日の看護料として、二ドルを徴収したが 決して高くないと好評であった
（11
（
。
　
一八六一年九月二一日（文久元年八月一七日）から
一八六二年九月二一日（文久二年八月二八日）までの一年間に、ポンペが養生所で診察した患者数は九三〇人程度であり、そのうち死亡者は 三人と大変低い数字であった
（11
（
。
　
長崎養生所の患者の死亡率の低さは、ポンペが施した西
洋医学による治療の成果と、感染予防の考えに則った患者管理という側面だけでなく、ポンペが評価したように優秀な看護人による看護の成果であったと判断することができる。　
小石川養生所が不浄の場と酷評されたのに対し、長崎養
生所はポンペ自身が看護を評価できる状態で運用できた。この違いの要因は何であったのか。この二つの養生所を比較した場合、その設置目的が小石川養生所は下層民対策として設置された施薬院であったのに対し、長崎養生所は医学教育の臨床実習の場として設置され という違いに注目すべきである。　
欧州では病院建設を任された医師が全権を委任され、病
人に必要と思われることは何でもできるという体制であったが、そうした西欧式に近づけるべく、ポンペ自身が主導的な指導を行ったことが、良い看護の実践につながる大きな要因であった。
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八一
　
長崎養生所では、比較的裕福な階層の患者が、自ら連れ
てきた付添人一人を連れて入院することを認めており、そのほかの患者の看護は、三カ月交代の実習生、つまり医学生が交代で担当していた。長崎養生所の運営は、わが国における医学教育の始まりとしての意義だけでなく、病気の治療には医師が施す治療だけでなく、規則正しい入院 活と、それを実行する「看護の力を実証した初めて 病院であった」という点において大きな意義があった。
三． 「横浜梅毒病院」の介抱女
　
長崎養生所の医師ポンペは、眼病や結核とともに性病の
多いことに注目し、特に梅毒が国民の健康に及ぼす弊害警告した。また、 港に到着した海外の水夫らが、 娼婦によって梅毒などの性病に感染するこ を危惧し、遊女屋に対して厳重な医学的監督が必要であ との見解を持ち、幕府医師松本良順と共に一時的な検梅を実施した
（11
（
。
　
松本も梅毒の広がりを懸念したことを、自伝に左記のよ
うに書き残した
（11
（
。
梅毒に警戒なきは放火の禁なきより甚だ害あり。火はただ財産を失うに止まれども、梅毒の伝播に至りては
際限なく子々孫々に伝え、変じて諸種の難病となり、ついに人を殺し国力を弱うするに至る。宜しくすべからくこれを防遏するの策を講ずべきなり。
　
西欧ではすでに一八世紀の初めころから娼婦の検診を制
度化しようとする動きがあり、一八六六年、イギリスでは兵営所在地のすべての娼婦に対して性病の有無を定期的に検診することを定めていた
（11
（
。翌一八六七（慶応三）年に、
同国海軍軍医ニュートン（
G
eorge B
. N
ew
ton ）を日本へ派
遣した。同年九月、開国後の日本に駐留することとなったイギリス公使パークスはニュートンを後援し、幕府に梅毒病院を横浜に設立することを説いた。ニュートンが提出した意見書には、医師、看病人 病者の役割が文章化されいた
（11
（
。
　　
医
　
師
医は、院内に住し、院内
ニ
止宿する人の為、昼夜尽
力すべし。何時頼まるゝとも、出張して、親切
ニ
心
付け、正当の医術を以て 病者を取扱ふべし。一日
二
一度は、必す病者を見舞べし。
病人又ハ其朋友より謝儀進物を受る事、一切相なら
04_鈴木80.indd   81 13/10/23   9:44
Hosei University Repository
法政史学
　
第八十号
八二
す事。切要なる薬種を備へ、自分差配して、善く是を検すべし。
　　
看病人
実母の如く善く精勤し、性行宜敷女を撰み、医師等聴従、病者を親切に注意すべし。其請持の療養所 清潔 する を引請、かつ療食所内にハ、医師、都督の外ハ、人足其他、何人
ニ
而も、
入る事を許さざる故、臥床諸具も掃除すべし。毎朝第八時
ニ
、看病人の手
ニ
而浴し、着服すべき病
者を引請べし。受持之療食所に医師見舞時は 其場所等へ出して、医師の指図に随ひ、衣服を着せ 薬を与ふべし。食物を割烹所より取り 病者に世話し与ふべし。医師見舞たる後、 調合所
ニ
至り、 病者の薬を請取べし。
　　
病
　
者
病毒を請たる妓は、治療終日迄、厳 病院に留置べし。請求に偽り無之ハ、門外他出を許すべし。
病妓、病院に入る時は、其用心保護の為、病院の服を与ふべし。是に依りて、病院に関する妓たる事を、知らるべし。右病院の服ハ、 夏冬一通り、 下着ニ至る迄、 備ふべし。右ハ別段の形になし 着用する者を、見分易くし分散其外不持
ママ
を防べし。
閑時を消する為、音楽遊嬉を許べし。且病者各、火鉢、化粧箱備当例餔時等ハ 病者の為に、良質の食を、沢山に備ふべし。又医師の差図等ニ依り、余分の増 給す
　
このニュートンの意見書からわかることは、看病人は母
のようによく務め、医師に従い、病人を親切にできる人を選ぶこと。看病人の職務は、療養所の清掃、寝具の整頓、毎朝の入浴介助、診療時の介助、薬の受け渡し、食事の介助をすることを目的としていた。　
ニュートンによって意見書が書かれたのは一八六七年
である。すでに、イギリスではクリミア戦争（一八五三―一八五六）に従軍したフローレンス・ナイチンゲール（一八二〇―一九一〇）によって、イギリス国家からの感
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八三
謝状と五万ポンドをもとに、一八六〇年ナイチンゲール基金看護婦養成所が開設され、聖トーマス病院がその臨床学習のために選定されていた。ナイチンゲールは、軍隊において、兵士の学校に病院雑役婦や料理人の講習課程を創設し、将校の医学校創立の促進も行っていた
（11
（
。
　
一八六七年、ナイチンゲールは病院との契約において、
患者のケアには常に経験のある看護婦を配置されねばならぬこと、さらに学生を指揮あるいは教えるためには、専任の資格が十分にある養成機関を卒業した責任のとれる看護婦がいなければな な こと、などを特記してい
（11
（
。
　
ナイチンゲールは病院の健全な運営に必要なことは、看
護婦が組織化される状況で看護管理することであるとしていた
（11
（
。この横浜梅毒病院が、 イギリス軍医ニュートンによっ
て設立されたことで、看病人の職務内容などや人数などは、すでにイギリスで始められていた看護婦教育を参考にした可能性が高 。ニュートンも、イギリスと同様の看護婦必要性を認識した上で、 意見書を作成、 提出したと思われる。　
次に提出された「病院定之事」は一三の規定からなり、
うち二つの規定に「介抱女」のこと かれている
（1
（
。
一
　
病院詰并日々同所江通ひ候病者共、一同毎朝第九字
迄
ニ
相揃、順番
ニ
治療請、右場所相済候後、介抱人
333
調合場江罷出、薬請取、夫々手当可致候
333333333333333333
事。
一
　
介抱女ハ、 病者凡弐拾人ニ付壱人ツ丶之見込、 掛役々
33333333333333333333333
ニ
3而人撰之上、可申付
333333333
事。
　
一八六八（慶応四）年四月一二日から、横浜の吉原遊郭
の名主で岩亀楼主佐藤佐吉の長屋を仮病院として、横浜港遊郭 遊女の性病検診を一週一回行い、有 者は強制入院させて治療することになり、ニュートンがこの検診を担当した
（11
（
。
　
治療は水銀燻蒸法などが行われたが、ニュートンは
一八七一（明治四）年に『黴療新法』 （同年刊行の翻訳書名）を刊行するなど、公娼 性病検診 組織的治療を体系化した
（11
（
。
　「病院定之事」では、介抱女は、人選された者が、二十人の病人に一人の割合で付くことが定められており、実際に雇われたのは、六人であっ
（11
（
　
介抱女は、調合場に薬を請取に行き、各病人に手当をす
ることが主な仕事であった。手当の内容を推測すると、梅毒は天疱瘡とも綿花瘡（めんげそう）とも称されるように、皮膚の形象をもって名づけられるように、皮膚症状に対
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る処置が必要とされた
（11
（
。
　
横浜梅毒病院は、一八七一年三月二〇日に一時閉鎖とな
るため、看護史の分野においても注目されることはなかった。しかし本稿で、横浜梅毒病院では病院設立に向けて、看病人の必要性が設立前より認識され、実際には介抱女という名称ではあった 、仕事内容、人数、採用方法が定められ、明文化されてい ことが明らか なっ 。これは、亀山氏の研究でも明ら にされてこなかったこと あり、今後、雇女や女性看病人の雇いはじめを考える重要な指摘であると考える。
おわりに
　
本稿は、江戸末期より西洋医師により医学教育が始めら
れ、病院が設立され なかで、看護婦の必要性がどのように認識され、育成が始められることになる か、その経緯を探ることを一つの目的として 「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」の三施設を対象 して、 「看護の役割を担った人」に焦点を当てて、規則 どからその実態を明らかにすることを試みた。　「小石川養生所」は、設立当時の一時期、患者数は収容数を超える程に増加したが、その後衰弊した原因として
は、看護人（看病中間と女看病人）の不正や不衛生な環境、給金の問題などが実在した。病院として 使命を維持するためには、経済状況とともに、衛生環境をいかに保つかが鍵となっていた。さらに、看護を行うものは「惻隠の心」 、つまり親身になって を行う心を持っている を選ぶことの必要性も認識されるにいたった。　
この「小石川養生所」では、 「看病中間」と「女看病人」
を雇っており、定説通り職業看護婦の始まりと云える。ただし、女性の病人には女性の看護人をつける いう観点での女看病人の採用であった。　「長崎養生所」はオランダ医師ポンペによって西洋医学、西洋の病院方式によ 運営され 。ポンペの目指した病院における治療においては、規則正しい入院生活を作り上げることが医療 中心にあり、その実行に看護は欠かせいものであった。看護は、医学生が臨床 習の一貫とし行った が、 「病院における看護」の必要性を認識することに大きな役割を果たした。　本稿では、 「横浜梅毒病院」設立前に、 イギリス医師ニュー
トンによって、 「看病人」の心構えや仕事内容が意見書としてまとめられ提出されていた事実を確認でき 実際に採用されたのは「介抱女」であり、人数は六人 あった。
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彼女らは、現在の看護師の仕事の一つである、 「与薬」を主たる仕事としていたことが、規則から明らかになった。つまり、 「長崎養生所」では医学生が担っていた看護の一部が、役人によって選ばれ 「介抱女」によ 行われていたこということである。 「長崎養生所 は 「介抱女」 を雇ったが、それは入院患者が総て遊女であるからであった。　
今回、 「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」
の三施設を取り上げたが、江戸の末期、オランダ 師やイギリス医師の指導の下、西洋式の病院を運営していく過程で、看護者に関する規則も整備され、優秀な看護が病院運営に必要であるということが、西洋医学を学び始めた、いわゆる蘭方医たち 認識され が確認できた。　
特に「長崎養生所」で学んだ医師の中には、その後、看
護教育に関係する人物が多く存在する。松本良順は 明治になり陸軍の初代軍医総監として、陸軍 衛生制度整備の中心人物となり、一八七三（明治六）年から整備事業を開始した
（11
（
。その他にも陸軍軍医総監・初代日本赤十字社の病
院長になる橋本綱常や、翻訳看護書『看病心得』を刊行した太田雄寧などがポンペ 医学を学んでいた。　
今後は、これら病院における看護の必要性を認識した医
師らの動向とともに、職業看護婦 育成 向け、どのよう
な社会的な動きが起こるのか、新たな研究課題にしたい。
註（
（）  
新村拓『死と病と看護の社会史』 （法政大学出版局、
一九九五年）一八〇頁。
（２）
  
看護史研究会編『看護学生 ための日本看護史』 （医学書
院、二〇〇八年）八八～九五頁。
（３）
  
厚生省医務局『医制百年史』 （ぎょうせい、一九七六年）
記述編一四頁。 「医制」は、七六条よりなり、主眼とするところは、文部省統括の下に衛生行政機構を整え、明治五年に頒布された学制と相俟って西洋医学に基づく医学教育を確立すること、さらに築かれた 学教育の上に医師開業免許制度を樹立し、次に近代的薬剤師制度及び薬事制度を確立して、衛生行政に確固たる基礎を築くことであった。
（４）
  
同右一八頁。資料編四五～五〇頁。一八七四（明治七）
年から七八（明治一一）年までの五年間で、病院数は五二から二三五（国立二九、公 一四六、私立六〇）となり、約四．五倍へと増加した。
（５）
  
亀山美知子『近代日本看護史Ⅳ
　
看護婦と医師』 （ドメス
出版、一九八 年）八七～九三頁。
（６）
  
同右九一頁。
（７）
  
杉田暉道『系統看護学講座
　
別館
　
看護史』 （医学書院、
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二〇一〇年）九三～九五頁。
（８）
  
壬生町立歴史民俗資料館編『壬生の医療文化史
　
先駆者
の医療を訪ねて』 （独協医科大学、壬生町立歴史民俗資料発行、二〇一〇年）四一頁。土佐藩医の弘田親厚が記した「慶応四戊辰
　
会津征討日記
　
弐の巻」の一八六八年四月二四
日の記録に「銃創看病人として此地の婦人九人雇入養成局へ差置ける」と記されており、二〇〇七年四月一日の下野新聞で発表された。この日付は横浜軍陣病院で国内初の女性看護人が採用 という定説より一カ月早く、現在では、壬生の女性看護人が国内初の採用とされ いる。栃木県安塚の戦いの際、壬生城の二の丸内に野戦病院を設置し、弘田が治療に当った。
（９）
  
津田右子 「日本の近代看護教育草創期の教育観を探る」 （看
護学総合研究（呉大学）三巻一号、二〇〇一年）八～二五頁。明治二〇年前後に近代看護婦教育を開始した学校 は有志共立東京病院看護婦教育所（明治一八年四月） 、京都看病婦学校（明治一九年四月） 、桜井 学校付属看護婦養成所（明治一九年一一月） 、帝国大学医科大学看病法練習科（明治二一年二月） 、日本赤十字社看護婦養成所（明治二三年四月）があった。
（
（0）  
土曜会歴史部会著『日本近代看護の夜明け』 （医学書院、
二〇〇〇年）によると、日本に近代看護を導入した最初指導者は、東京慈恵医院の高木兼寛（有志共立東京病院護婦教育所創設）と同志社大学の創立者である新島襄（京
都看病婦学校創設） 、キリスト教伝道のために来日した米国人宣教師ミセス・ツルー（Ｍ・Ｔ・Ｐ・
T
rue ）の三人であ
るとされており、各学校で学校史研究として取り組まれてきた。また、介抱女に関しては、中西淳朗氏の「横浜軍陣病院の介抱女」 （日本医史 雑誌 第四二巻、第四号、通巻一四八四号、六五六～六五七頁）がある。
（
（（）  
亀山美知子『近代日本看護史』全四巻の構成は、 『Ⅰ日本
赤十字社と看護婦』 （一九八三年） 、 『Ⅱ戦争と看護』 （一九八四年） 、 『Ⅲ宗教と看護』 五 『Ⅳ看護婦 医師（一九八五年）であり、ドメス出版より刊行されている。
（
（（）  
特に本章執筆にあたり参考とした文献を以下に記す。南
和男『江戸の社会構造』 （塙書房 一九九七年） 、岩渕佑里子「寛政～天保期の養生所政策と幕府医学館 『論集きんせい』第二二号、二〇〇〇年六月、四〇～六一頁） 、大石学『吉宗と享保の改革
　
改定新版』 （東京堂出版、二〇〇一年） 、
安藤優一郎『江戸の養生所』 （ＰＨＰ研究所、二〇〇五年） 。
（
（（）  
前掲南『江戸の社会構造』二九六～二九八頁。
（
（（）  
同右二九八～二九九頁。
（
（（）  
前掲大石『吉宗と享保の改革』一五 ～一六六頁。
（
（（）  
小川明「わが祖、赤ひげ・小川笙船の仁と小石川養生所
の変遷」 （文京ふるさと歴史館編集・発行『洪庵 知安、そして鴎外
　
近代医学のヒポクラテスたち』二〇一二年一〇
月）一〇～一一頁。
（
（（）  
前掲南『江戸の社会構造』三〇〇頁。
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（
（（）  
前掲安藤『江戸の養生所』九八～一〇一頁。看病中間は、
中部屋（二〇人収容）北部屋（三〇人収容） ・新部屋（二五～二六人収容） にそれぞれ二名ずつ配置された。所内では 「親方」 「番子」と呼んだ。
（
（（）  
同右九八～一〇一頁。
（
（0）  
前掲南『江戸の社会構造』三一四頁。本稿において史料
を引用する場合には、適宜句読点を付した。
（
（（）  
渡邉隆子・山下光雄「病院療養食史考（第一報）―小石
川養生所、長崎養生所について―」 （ 『千葉県立衛生短期大学紀要』第一八巻第一号）五一～五七頁。
（
（（）  
前掲南『江戸の社会構造』三二三頁。
（
（（）  
同右三三〇頁。
（
（（）  
同右三二八～三二九頁。病死率は享保一一年は五％と低
く、天保三年以降の改革以降徐々に死亡率は低下し、享保七～安政六年の平均死亡率は 一％となった。
（
（（）  
前掲安藤『江戸の養生所』一七四頁。
（
（（）  
同右一八〇頁。
（
（（）  
前掲杉田暉道『系統看護学講座
　
別館
　
看護史』九三頁。
（
（（）  
菅谷章『日本の病院―その歩みと問題点―』 （中公新書、
一九八一年）一七～一八頁。
（
（（）  
小川鼎三・酒井シヅ校注『松本順自伝・長与專斎自伝』 （平
凡社、 〇 二二頁。
（
（0）  
富士川遊『日本疾病史』 （平凡社、一九六九年）二 三～
二三四頁。安政五年七月より長崎の出島でコレラが発生し
た様子が、長崎奉行所へ提出したポンペの書や松本順著「朋百口授筆記」に残されており、七、 八月の二ヶ月間で松本が治療を施した人数は凡そ一千八百余人と報告されている。
（
（（）  
青木正夫・新谷肇一・篠原宏年「長崎養生所の敷地選定
と配置計画について―日本最初の近代洋式病院、長崎養生所に関する 史的研究Ⅰ 日本建築学会計画系論文集、第三六二号、一九八六年四月。
（
（（）  
森永種夫校訂『長崎幕末史料大成３
　
開国対策論Ⅰ』 （長
崎文献社、一九七〇）四〇 ～四〇一頁。万延二年正月―文久二年一二月「手頭留（十二） 」に所収。
（
（（）  
古賀十二郎『西洋医術伝来史』 （日新書院、一九四二年）
三一六頁。
（
（（）  
酒井シズ 『絵で読む江戸の病と養生』 （講談社 二〇〇三 ）
一六七～一六九頁。長崎養生所が病院と云う名称を使わなかったのは、小島の地に病院を建設することで、近隣の人々に無用な不安を与えないためであり 小石川養生所の名にちなんだためである。
（
（（）  
沼田次郎・荒瀬進訳『ポンペ日本滞在見聞記』 （雄松堂、
一九六八年）三一五頁。
（
（（）  
前掲森永『長崎幕末史料大成３
　
開国対策論Ⅰ』四〇一
～四〇二頁。
（
（（）  
亀山美知子『近代日本看護史Ⅳ
　
看護婦と医師』二五～
二六頁。
（
（（）  
前掲沼田『ポンペ日本滞在見聞記』三二〇～三二一頁。
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（
（（）  
同右三一六頁。
（
（0）  
日本科学史学会編『日本科学技術史大系
　
第二四巻・医
学〈１〉 』 （第一法規出版、一九六五年）四八～六四頁。
（
（（）  
前掲沼田『ポンペ日本滞在見聞記』三一五～三一七頁。
（
（（）  
前掲古賀『西洋医術伝来史』三一二頁。
（
（（）  
同右三二二頁。
（
（（）  
同右三七一～三七五頁。一八六〇（万延元）年ロシアの
水兵が娼婦の検診を申し出る事件があった。それは長崎郊外にロシア兵用 慰安所を建てたことに由来し、 この娼婦検診を行うために、軍艦ポスサジニカ搭乗の提督ビリレフは一〇〇両を提供したというものである。同所は、三人の娼婦によって運営されたが、その規則書は現在九州大学に保存されている。
（
（（）  
前掲小川鼎三・酒井シヅ校注『松本順自伝・長与專斎自伝
四五～四六頁。
（
（（）  
前掲日本科学史学会編『日本科学技術史大系・第二四巻・
医学〈１〉 』 一～四二頁。
（
（（）  
前掲古賀『西洋医術伝来史』三八一～三八三頁。
（
（（）  
福田邦三・永坂三夫・久永小千世共訳『聖トマス病院ナ
イチンゲール看護婦養成学校一〇〇年の歩み』 （日本看護協会出版会、一九七三年） 。
（
（（）  
Ｊ．Ａ．ドラン著・小野泰博・内尾貞子訳『看護・医療
の歴史』 （誠信書房、二〇〇一年）二四四頁。
（
（0）  
金井一薫「ナイチンゲールの七つの素顔（その１） 」 『綜
合看護』 、二〇〇九年三月、四九～五八頁。
（
（（）  
前掲古賀『西洋医術伝来史』三八三～三八四頁。横浜梅
毒病院の規則に関しては、前掲日本科学史学会編『日本科学技術史大系・第二四巻・医学〈１〉 』 二 四四
（
（（）  
蒲原宏「パーム、ニュートンとパーセル―イギリス人医
師たちの見た日本 風土病・性病そして民族―」 、宗田一・蒲原宏・長門谷洋治・石田純郎編『医学近代化と来日外人』（世界保健通信社、一九八八年）六三～七二頁。
（
（（）  
同右六九～七〇頁。
（
（（）  
前掲日本科学史学会編『日本科学技術史大系・第二四巻・
医学〈１〉 』四三頁。 「横浜吉原街町入用併病院入用等請払仕訳書」には、 「金七拾弐両ト永七百五拾文」が通弁一人手伝医師一人、町役人二人、小仕五人、介抱女六人、水汲人足一人の合計一六人の給料として記載されていることから、介抱女は六名であったことが確認できる。
（
（（）  
富士川遊『日本医学史綱要２』 （平凡社、一九七五年）
一八四～一八六頁。
（
（（）  
拙稿「陸軍の衛生要員補充制度の成立過程」 （ 『軍事史学』
第四六号第二号、二〇一〇年九月）一一一―一二六頁。 「陸軍における看護卒教育の始まり（明治六年～明治 年） 」（ 『日本看護歴史学会誌』第二三号、二〇一〇年三月）九二～一〇六頁。 「衛生隊編制に向けた陸軍看護制度の第二次改革」 （ 『国士舘史学』第一四号、二 一〇年三月）八五―一〇四頁。
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